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滋賀県文化振興基本方針（第３次）に基づく実施状況と評価 

 

滋賀県文化振興基本方針（現行）では、令和３年度（2021 年度）から令和７年度（2025 年

度）の５年間を取組期間とし、３つの基本的な方向（柱）を定めて取組を進めてきました。 

 令和６年度までの４年間における、施策の柱ごとの主な取組状況、成果と課題は以下のとお

りです。 

 

 

 

 

 

（１）主な取組状況 

〇 県立美術館において、優れた美術作品の鑑賞機会を提供するため、多種多様な展覧会を

積極的に開催しました。また、びわこ文化公園をフィールドに子ども向けのイベント・

ワークショップを開催し、文化芸術を通じた交流や発信の機会を創出しました。【重点

施策①】 

〇 県立美術館が有する作品の情報（デジタル・アーカイブ）を公開するとともに、ホーム

ページ上にオンライン美術館を開設し、自宅でワークショップを楽しめる動画や展覧会

の紹介動画などのコンテンツを配信しました。【重点施策①】 

〇 一流の音楽を低価格で楽しめる「びわ湖の春 音楽祭」を開催し、 

多くの方々に気軽に文化芸術に親しんでいただきました。【重点 

施策①】 

 〇 県内市町が、「地方文化芸術推進基本計画」を策定できるよう、支援・連携しました。【重 

点施策①】 

〇 企業からの寄付による県立美術館常設展示の無料観覧を実施しました。【重点施策①】 

〇 県立文化施設において、家族ふれあいサンデー、体験学習の日等における親子や家族連 

れ等の観覧料の優遇および障害者に対する観覧料の減免を行いました。【重点施策①】 

〇 医療・福祉施設における「ホスピタルコンサート」 

や、芸術家が小中学校を訪問する「学校巡回公演」、 

「ふれあい音楽教室」を実施し、劇場を訪れにく 

い方々が舞台芸術を鑑賞する機会を確保しました。 

【重点施策①】 

〇 滋賀県障害者文化芸術活動推進計画に基づき、「文化芸術×共生社会」プロジェクトを

実施し、手話通訳、字幕など情報保障のモデル事例を蓄積させるとともに、情報保障の

内容を事前に明示するアクセシビリティ・アイコンを作成しました。【重点施策①】 

 〇 県内の小学生等が参加する「びわ湖ホール音楽会へ出かけよう！（ホールの子事業）」の 

   実施により、舞台芸術を鑑賞する機会を創出し、多くの子どもたちに文化芸術に触れる 

感動や楽しさを伝えました。【重点施策①】 

施策の柱１ 「場をつくる」 

 ◆重点施策① 誰もが文化芸術に親しめる場の提供 

 ◆重点施策② 多様な主体がつながる文化芸術活動の促進 

資料２ 
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〇 子どもを対象とした文化芸術体験プログラム、若手芸術家や文化ボランティアの育成、 

教員研修等を実施する「滋賀次世代文化芸術センター」の取組を支援しました。【重点施 

策①】 

〇 アートコーディネーターを中心に、文化芸術活動者 

向けの相談窓口を設置したほか、研修会や交流会を 

開催することで、県内文化芸術活動者の自立的・持 

続的な活動を支援しました。【重点施策②】 

〇 県内の文化施設等と連携し、障害の有無や国籍の違いに関係なく、誰もが参加し楽しめ

る文化芸術プログラムを実施するとともに、情報保障の取組を公開することで、県内文

化施設のノウハウの取得を図りました。【重点施策②】 

〇 県内の文化団体や市町等と協働し、滋賀県芸術文化祭を開催し、県民の意欲的な創作活

動の発表の場および文化芸術に親しむ機会を広く提供しました。【重点施策②】 

〇 「滋賀県次世代育成ユースシアター事業」を実施し、青少年が 

ミュージカルの自主公演を通じて創造力等を育む機会を提供し 

ました。【重点施策②】 

〇 文化、経済、行政など多様な主体の協働により、 

県内の文化活動を活性化し、県の文化と経済の 

発展に寄与することを目的とする「文化・経済 

フォーラム滋賀」の取組を支援しました。【重 

点施策②】 
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（２）評価指標 

 

 

（３）成果と課題 

成果 

〇 県立文化施設における観覧料の優遇やアウトリーチ※１事業の実施、デジタル技術の

活用により、文化芸術への関心が低い人や文化施設への来場が難しい人などに文化

芸術鑑賞の機会を提供することができました。【重点施策①】 

〇 子ども・若者が多様な文化芸術に触れることのできる機会を提供することで、豊か

な感性や想像力を育むことができました。【重点施策①】 

〇 文化施設、文化団体、民間団体等と連携した文化芸術活動の推進により、障害の有

無や国籍の違いに関係なく、様々な方が一緒に文化芸術を楽しむことができ、多様

な主体がつながる場を充実させることができました。【重点施策②】 

 

課題 

〇 インクルーシブ※２な社会の実現に向けて、性別、年齢、障害の有無、国籍、経済的

な状況、居住する地域等にかかわらず、誰もが気軽に自分らしく文化芸術に触れら

れる場が引き続き求められています。【重点施策①】 

〇 文化芸術の鑑賞や体験は、豊かな「創造力・想像力」の育成に大きな効果があるこ

とから、子ども・若者が文化芸術に触れられる機会を確保する必要があります。

【重点施策①】 

〇 デジタル鑑賞を行う方が増加傾向にあることから、オンラインやＡＲ、デジタルア

ーカイブなどデジタル技術を活用した文化芸術活動を充実させる必要があります。

【重点施策①】 

〇 文化芸術を通じた多様な主体間のつながりが一過性のものとならないよう、継続的な

交流・連携を推進していく必要があります。【重点施策②】 

  

  

【評価指標】

令和元年度
（策定時）

令和３年度
（実績）

令和４年度
（実績）

令和５年度
（実績）

令和６年度
（実績）

令和７年度
（目標）

（73.7%）
※直接鑑賞の

み

84.4% 93.4% 93.4% 94.8% 85.0%

38.4% 41.1% 34.2% 36.0% 41.9% 50.0%

22,699人 16,623人 21,154人 21,470人 26,000人

369件 298件 364件 385件 420件

評　価　項　目

１年間に文化芸術を鑑賞したことのある
県民の割合

文化芸術活動に取り組むことができる
環境が整っているとする県民の割合

民間団体や市町等と連携した文化芸術
事業実施数

学校と連携した文化芸術プログラムの
参加児童数
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【参考】令和６年度県政モニターアンケート調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１ アウトリーチ 

手を伸ばすという意味のことばであり、文化芸術に触れる機会の少ない方に対して、文化ホールや美術館等

が地域、学校、病院等へ出向き、コンサートなどの普及活動を行うことです。 

※２ インクルーシブ（inclusive） 

すべてを含んだ、包括したという意味のことばであり、エクスクルーシブ（exclusive）「他人を入れない、

排他的な」の対義語です。関連する表現として、ソーシャルインクルージョン（社会的包摂）やインクルーシ

ブ教育があります。 

【参考】ソーシャルインクルージョン 

「全ての人々を孤独や孤立、排除や摩擦から援護し、健康で文化的な生活の実現につなげよう、社会の構成員

として包み支え合う」という理念。2000 年 12 月厚生省「社会的な援護を要する人々に対する社会福祉のあり

方に関する検討報告書」において、ソーシャルインクルージョンの理念を進めることが提言された。 

【参考】インクルーシブ教育（システム） 

 人間の多様性の尊重等の強化、障害者が精神的および身体的な能力等を可能な最大限度まで発達させ、自由

な社会に効果的に参加することを可能とするとの目的の下、障害のある者と障害のない者が共に学ぶ仕組み。

【参照：滋賀のめざす特別支援教育ビジョン（基本ビジョン）】 
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（１）主な取組状況 

〇 アートコーディネーターを中心に、文化芸術活動者向けの相談窓口を設置したほか、研

修会や交流会を開催することで、県内文化芸術活動者の自立的・持続的な活動を支援し

ました。【重点施策③】《再掲》 

〇 文化活動の企画・運営をマネジメントする「アートマネジメント研修」を実施し、文化

芸術と地域社会を結びつけることができる人材育成を図りました。【重点施策③】 

〇 子どもを対象とした文化芸術体験プログラムの講師（美ココロ・パートナー）を務め 

る若手芸術家の育成を支援しました。【重点施策③】 

〇 交流会やレクリエーション活動を通じて、びわ湖ホールや県立美術館、 

琵琶湖博物館等の文化施設を支える人材の育成・確保に努めました。 

【重点施策③】 

〇 びわ湖ホール声楽アンサンブルの運営や邦楽専門実演家養成事業に 

よる中堅若手実演家の養成、陶芸の森でのアーティスト・イン・レ 

ジデンス※３の実施により、芸術家の育成や技術の養成を行いました。 

【重点施策④】 

〇 滋賀県文化賞等の表彰により、県民の文化の向上発展に対して顕著な功績のある方や

将来が期待される方の功績をたたえました。【重点施策④】 

〇 「文化財の子はぐくみ事業」や県内高等学校での出前講座の実施に 

  より、子どもたちが文化財やその保存継承技術を持つ職人の技に触 

れる機会を創出し、文化財への意識醸成と文化財を支える裾野の拡 

大につなげました。【重点施策④】 

〇 文化財の保存や次世代への継承に取り組む地域の人や職人の活動等を紹介する動画を

発信し、県民等の理解促進を図りました。【重点施策④】 

〇 地場産業および地場産品の振興や伝統的な技術・技能の継承のために、地場産業組合

等が行う新商品開発、販路開拓および後継者育成に係る取組や、学校が地場産業や伝

統的工芸品製造者と連携して行う体験学習等を支援しました。【重点施策④】 

 
※３ アーティスト・イン・レジデンス 

芸術家に創作の場や住居等を一定の期間提供し、その土地に滞在しながら創作活動を行ってもらう事業の 

こと。滞在する芸術家同士や地域住民等との交流を通して、創作活動の活性化を図る。 

 

  

施策の柱２ 「人を育む」 

 ◆重点施策③ 文化芸術をつなぎ支える人材の育成・確保 

 ◆重点施策④ 文化芸術の創り手や継承者の育成・支援 
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（２）評価指標 

 

 

（３）成果と課題 

成果 

〇 文化芸術活動に係る相談対応や文化芸術体験プログラムの講師の育成といった実践

的な取組を通じて、文化芸術を県民や社会へ届ける人材を育成するとともに、県内

文化施設を支える人材の確保やネットワークの構築に努めました。【重点施策③】 

〇 芸術家に対する表彰や技術の養成、文化財や伝統文化、地場産業の魅力発信等によ

り、文化芸術の創り手や継承者の育成・支援に努めました。【重点施策④】 

 

課題 

〇 県民が文化芸術をより身近に感じられるよう、引き続き文化芸術をつなぎ支える人

材の育成・確保に努めるとともに、それらの人材が幅広く活躍できる社会を形成す

る必要があります。【重点施策③】 

〇 文化芸術の創り手や継承者の裾野を広げるため、持続的な活動を支援するしくみと

県民等の文化芸術に対する意識醸成や理解促進に向けた取組が必要です。【重点施

策④】 

  

【評価指標】

令和元年度
（策定時）

令和３年度
（実績）

令和４年度
（実績）

令和５年度
（実績）

令和６年度
（実績）

令和７年度
（目標）

(63.5%)
※創作活動のみ

26.6% 34.2% 41.4% 45.0% 77.0%

― 90.7% 88.4% 90.1% 80.0%

635人 612人 613人 563人 750人

評　価　項　目

１年間に文化芸術の創作活動に携わった
ことのある県民の割合

研修で得た知識や技術を今後の活動に活
かせると回答した受講生の割合

県立文化施設の文化ボランティア数



- 7 - 
 

 

 

 

 

 

（１）主な取組状況 

〇 文化財の調査、保存、継承を着実に実施するため、史跡地の保全管理や指定文化財

の所有者等が実施する維持管理・保存修理事業への助成等を行いました。【重点施

策⑤】 

〇 「滋賀県文化財保存活用大綱」の方針に基づき、文化財の調査、指定、保存修理、

埋蔵文化財の保存や情報発信を行いました。【重点施策⑤】 

〇 世界遺産登録を目指す彦根城について、令和６年 10 月に事前評価の結果がユネスコ

から国に通知され、世界遺産の評価基準を満たす可能性はあることを示唆すると評

価されました。【重点施策⑤】 

〇 「幻の安土城」復元プロジェクトでは、安土城跡調査整備事業を継続して実施する

とともに、デジタルアプリの制作に取り組むことで魅力発信を図りました。【重点

施策⑤】 

〇 令和４年７月に琵琶湖と共生する滋賀県ならではの農林水産業の取組 

（琵琶湖システム）が世界農業遺産に認定されるとともに、令和５年 

３月にその構成要素である「食文化」として、「近江のなれずし製造 

技術」が国の登録無形民俗文化財に登録されたことから、認知度向上 

に向けて取り組みました。【重点施策⑤】 

〇 2025 年日本国際博覧会（略称「大阪・関西万博」）において、本県が持つ多様な美

の資源の魅力を発信することで、国際交流の促進を図ります。【重点施策⑥】 

〇 地場産業や伝統的工芸品の体験型魅力発信拠点の整備、県内 

での映画、ドラマ、テレビ番組などの撮影等の誘致・支援に 

より、文化芸術と観光・産業分野の連携を進めました。【重 

点施策⑥】 

〇 令和３年 11 月に県立美術館が文化観光推進法に基づく、地域における文化観光を推

進する拠点となる施設として認定され、地域に根差した文化やアートを楽しみなが

ら県内を巡る文化ツーリズムの起点となることを目指して、同館の魅力向上に取り

組んでいます。【重点施策⑥】 

〇 子どもを対象とした文化芸術体験プログラムや病院等における 

アウトリーチ事業の実施、障害のある人による公募作品展（ぴ 

かっ to アート展）の開催等により、文化芸術と福祉・教育分野 

の連携を進めました。【重点施策⑥】 

  

施策の柱３ 「地域や社会に活かす」 

 ◆重点施策⑤ 地域で育まれてきた文化的資産の発掘・保存・活用 

 ◆重点施策⑥ 文化芸術と他分野との有機的な連携の促進 
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（２）評価指標 

 

 

（３）成果と課題 

成果 

〇 文化財を未来に継承するための取組を推進するとともに、認定・登録制度を積極的

に活用することで、本県の文化的資産に対する認知度向上や理解促進につながりま

した。【重点施策⑤】 

〇 観光・産業・福祉・教育等の他分野と文化芸術を連携させた取組を実施すること

で、その多様な価値を地域づくりや経済の活性化等に活かしました。【重点施策

⑥】 

 

課題 

〇 地域で受け継がれてきた文化財や食文化をはじめとした生活文化等の継承に引き続

き取り組むとともに、それらの価値の適切な継承に配慮しつつ、保存と活用の好循

環を生み出すことが求められています。【重点施策⑤】 
〇 文化芸術が持つ多様な価値を活かした地域づくりや経済の活性化をさらに推進する

ため、引き続き文化芸術を他分野と連携させた取組を実施する必要があります。【重

点施策⑥】 

【評価指標】

令和元年度
（策定時）

令和３年度
（実績）

令和４年度
（実績）

令和５年度
（実績）

令和６年度
（実績）

令和７年度
（目標）

3,465件 3,522件 3,533件 3,570件 3,585件

2,813人 3,337人 3,611人 3,774人 3,160人

― 70.7% 81.1% 74.6% 80.3% 85.0%

― 60.9% 66.7% 68.4% 74.7% 50.0%
地域において文化芸術と他分野との連携し
た取組があるとする県民の割合

評　価　項　目

県内の指定文化財等の数

文化財を活用した県実施事業参加者数

地域に魅力や誇りを感じる文化芸術資源
があるとする県民の割合


